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問題と目的

視覚呈示された単語認知過程における部分―全体関

係には、多くの研究者の関心が寄せられている。日本

語の単語として最も一般的であるとされる漢字二字熟

語（Yokosawa & Umeda, 1988）についても、当該

熟語を構成する要素である漢字の特性が、その認知過

程、たとえば語彙判断過程に及ぼす影響について検討

がなされてきた。

玉岡・初塚（1995）は、国立国語研究所（1976）に

よる語彙使用頻度の低い漢字二字熟語を刺激として選

択し、その左側の漢字、右側の漢字それぞれの使用頻

度を高低の 2水準で操作した。実験の結果、左側の漢

字（以下、前漢字）の出現頻度は、反応時間に影響を

及ぼさないが、右側の漢字（以下、後漢字）の出現頻

度は、反応時間に影響を及ぼすことが示された。この

結果を玉岡・初塚（1995）は、漢字二字熟語の処理に

おいて、前漢字の処理が終了するのを待って後漢字の

処理が開始されると仮定すれば、前漢字の処理時間が

全体の反応時間に影響するはずであると考え、前漢字

の処理が終了する前に後漢字の処理が開始され、この

後漢字の処理時間が全体の反応時間に影響するとする

モデルを想定して、解釈している。

川上（2002）は、漢字二字熟語を材料に語彙判断課

題を課し、漢字二字熟語の類似語数、漢字二字熟語を

構成する前漢字の出現頻度、漢字二字熟語を構成する

後漢字の出現頻度を操作した。実験の結果、漢字二字

熟語の類似語数、漢字二字熟語を構成する前漢字、後

漢字の出現頻度は独立に漢字二字熟語の語彙判断時間

に促進的な影響を及ぼしていることが示された。こう

した効果の独立性は、類似語数の効果が熟語全体とし

ての類似性に依拠する効果であること、中程度の主観

的出現頻度を持つ漢字二字熟語の処理においては前漢

字、後漢字の処理がむしろ系列的に行われることを示

唆している。

プライミング課題を用いた廣瀬（1992）は、当該漢

字を前漢字とする熟語数が少ない条件（節―節約）と

当該漢字を前漢字とする熟語数が多い条件（学―学歴）

とを設定し、その前漢字をプライムとして呈示した際

のプライミング効果を検討した。実験の結果、前漢字

を同じくする熟語数が少ないほど、より大きなプライ

ミング効果が認められた。この結果から廣瀬（1992）

は「前語を同じくする熟語群は、1つの前語を中心と

して、“意味”というつながりで結ばれた心的な辞書

を形成している」と結論づけている。

このように漢字二字熟語とそれを構成する漢字との

間には頻度や類似語数のみならず意味的なつながりが

存在する。そして漢字二字熟語の構成においては、た

とえば、「月光＝月の光」というように、漢字二字熟

語を構成する個々の漢字から熟語全体の意味を推測す

ることが可能である（桑原，2010, 2011）ものも多い。

こうした漢字二字熟語の意味とそれを構成する漢字

の意味との関連性、すなわち意味的透明性（Mori &
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Nagy, 1999）は連続的であり（小林, 2004）、個々の

漢字二字熟語によってその透明性は様々である。そし

て、こうした漢字二字熟語の意味とそれを構成する漢

字の意味との関連性が、当該漢字二字熟語の意味処理

に影響を与える可能性も否定できない。

漢字二字熟語 500語について、その意味の透明性に

ついて調査を行なった桑原（2013）は、それぞれの漢

字二字熟語の意味の透明性について報告している。さ

らに桑原（2015）は、熟語を構成する漢字の具象性、

造語力との関わりを分析し、後漢字の具象性が高いと、

意味の透明性も高くなる傾向や、前漢字が「右側で使

われない漢字」言い換えれば「左側でしか使われない

漢字」であれば、意味の透明性も高くなる傾向を明ら

かにしている。

しかしながら、桑原（2013, 2015）が対象とした漢

字二字熟語は、「非漢字系中上級日本語学習による漢

字熟語の意味の推測過程調査（桑原, 2009, 2010）に

おいて収集された、意味を推測するのが難しい」漢字

二字熟語（108語）や「国語学の漢字熟語の語構成に

関する研究結果から、語構成が明確であるとされてい

る漢字熟語から選択された」漢字二字熟語（20語）、

「非漢字系日本語学習による漢字熟語の意味の推測過

程調査（桑原, 2012）で使用」された漢字二字熟語

（300語）、国立国語研究所「現代雑誌 200万字言語調

査語彙表」から選択された漢字二字熟語（177語）か

ら構成されており、それぞれの漢字二字熟語について、

意味の透明性以外の心的属性については、必ずしも明

確になっているわけではない。

意味の透明性が漢字二字熟語の認知過程に及ぼす影

響について、認知心理学的な実験を用いて明らかにし

ようとするならば、刺激材料の選択において、各種の

心的属性について統制を行うことが不可欠である。ま

た、その他の認知心理学的実験に際して、使用する漢

字二字熟語の意味の透明性を統制する場面を想定して

も、選択する刺激材料に対して一貫した心的属性の統

制を行うことは不可欠である。

そこで、本研究では、その他の心的特性について明

らかにされており、漢字二字熟語を使用した認知心理

学的実験の際に、刺激材料として選択される可能性が

高い漢字二字熟語群に対して、その漢字二字熟語の意

味と、それを構成する漢字の意味との関連性、すなわ

ち意味の透明性について数値化し、そのデータベース

を提供することを目的とする。そのため、刺激材料と

して、厳島・石原・永田・小池（1991）が対象として

その心的属性を検討している漢字二字熟語 600項目の

うち、その構成漢字が北尾・八田・石田・馬場園・近

藤（1977）で扱われている教育漢字 881字である 415

項目を対象とする。具体的には、調査対象者にこれら

の漢字二字熟語を呈示し、漢字二字熟語の意味と、そ

れを構成する漢字の意味との関連性に対する主観的評

定を求める。これにより漢字二字熟語の意味とそれを

構成する漢字の意味との関連性についてのデータベー

スを策定し、認知心理学的実験を可能とする刺激統制

のための資料を提供することを目的とする。

方法

刺激材料

厳島他（1991）が対象としてその心像性、具象性、

学習容易性を数値化している漢字二字熟語 600項目の

うち、その構成漢字が北尾他（1977）で扱われている

教育漢字 881字である 415項目の漢字二字熟語を調査

の対象とした。

これら 415項目の漢字二字熟語を、それぞれ 103項

目あるいは 104項目からなる 4つの項目グループにラ

ンダムに分割した。項目グループ内の漢字二字熟語を

ランダムな順に並べ、質問紙を構成した。これらを質

問紙 1から質問紙 4と呼ぶ。質問紙 1から質問紙 3ま

では、104項目から構成され、質問紙 4は 103項目か

ら構成されていた。さらにこれら 4種類の質問紙の、

質問紙内の並び順を逆転させて質問紙 1Xから質問紙

4Xを作成した。この操作は評定の順序効果を相殺す

るために行われた。

調査対象者

Q市立大学に所属する大学生 208名（男性 105名、

女性 103名）が調査に参加した。調査対象者の年齢は

18歳から 29歳までであり、平均年齢は 18.9歳（S.D.＝
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Table 1 各リストに割り当てられた調査参加者の人数と平均年齢



1.4）であった。各調査対象者は、8 種類の質問紙の

いずれかにランダムに割り当てられた。各質問紙に割

り当てられた調査対象者の情報は Table 1に示された

通りであった。

手続き

各調査対象者は授業時間内に集団で、割り当てられ

た質問紙に対して回答を行った。教示及び漢字二字熟

語リストが印刷された冊子を配付された調査対象者は、

最初に授業担当者から口頭で教示を受け、教示内容を

理解したことを確認された。調査対象者は各自のペー

スで各項目毎に漢字二字熟語と構成漢字との意味的関

連性について評定を行った。想定する漢字一字の意味

および漢字二字熟語の意味については、調査対象者の

主観に任せられることが併せて教示された。調査対象

者は、それぞれの漢字二字熟語について、それを構成

している漢字一字一字の意味と、漢字二字熟語全体の

意味とがどれだけ合致しているかについて、「全く合

致していない（1）」から「非常に合致している（7）」

までの 7段階で評定するよう求められた。各調査対象

者が評定全体を遂行するのに要した時間はおよそ 15

分程度であった。

結果と考察

欠損項目（調査対象者が評定を行っていない、ある

いは複数の評定値を与えている項目）については分析

の対象から除外したうえで、415項目の漢字二字熟語

に対して平均評定値を算出した。この際、質問紙 1お

よび質問紙 1Xの区別、すなわち項目の並び順序によ

る評定の差異はないものと考え、質問紙 1によって得

られたデータと質問紙 1Xによって得られたデータと

は区別されずに扱われた。質問紙 2Xから質問紙 4X

についても同様である。

漢字二字熟語 415項目についてこの平均評定値およ

びその標準偏差を後掲の Table 2 に示した。Table 2

においては、それぞれの漢字二字熟語に対して、7段

階評定の平均評定値が “M”の欄に、その標準偏差が

“SD”の欄に、そして、当該漢字二字熟語を評定した

調査参加者の人数が “n”の欄に記載されている。

本研究の材料と、桑原（2013）の材料においては、

共通する漢字二字熟語は 65語存在した。そこで、こ

れら共通する漢字二字熟語について本研究での平均評

定値と桑原（2013）における平均評定値との相関係数

を算出したところ、r＝.844（df＝63, p＜.01）と、高

い相関係数が得られた。

さらに、意味の透明性と主観的な出現頻度との関連

について吟味するため、川上（1999）で示されている主

観的出現頻度との相関係数を算出したところ（Table

3）、有意な相関は認められなかった。

また、厳島他（1991）で報告されている心像性、具

象性、学習容易性の平均評定値と、本研究で得られた

平均評定値との相関係数を算出した（Table 3）。その

結果、本研究で算出された漢字二字熟語の意味とそれ

を構成する漢字の意味との関連性は、具象性および

学習容易性と有意な正の相関を示し、漢字二字熟語を

構成する漢字の意味と漢字二字熟語自体の意味との関

連性が高いほど、漢字二字熟語自体の意味の具体性が

高く、また漢字二字熟語そのものの学習が容易である

と評価されることが示唆された。しかしながらこれら

の相関係数は概ね小さいものであり、この解釈につい

て現時点で結論を下すことには慎重であらねばならな

い。

今後は、本研究の結果を用いて、漢字二字熟語を構

成する漢字の持つ意味と漢字二字熟語自体が持つ意味

との関連性が、漢字二字熟語の処理過程に及ぼす影響

の更なる検討が望まれる。
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Constructing a Database of Semantic Transparency of
Japanese Two Kanji Compound Words.

Faculty of Liberal Arts, Department of Psychology
Masahiro KAWAKAMI

Abstract

Many studies on visual word recognition have focused on the interaction between analytic process and
holistic process in reading single word. For two kanji compound words, which are the most common word
structure in the Japanese language, the relation between whole word processing and the partial processing
has been examined. In the present study, the consistency between the meaning of two-kanji compound word
itself and that of component kanji characters（semantic transparency）was investigated. A total of 208 uni-
versity students participated in this study. A list of 415 words was arbitrarily divided into 4 sub-lists. Each
participant was given one sub list and asked to rate each word with regard to consistency between the
meaning of two kanji compound word and that of its component kanji character（semantic transparency）.
Means and standard deviations were calculated for the semantic transparency. The results of this study are
catalogued in the tables presented here. This database may be employed to provide normative semantic
transparency data for experimental studies using two-kanji compound words for word recognition in cogni-
tive psychology.

Keywords: Semantic transparency, Two kanji compound word, Subjective evaluation, Part whole relation-
ship, Database


